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過体重・肥満が幼少期に発症し、成人後も続く。糖尿病などの病気の発生が問題（BMEL, 2024）

① インスタント食品の糖質、脂肪、塩分の削減及び革新にむけた国家戦略（NRI）（BMEL, 2024) 

・ 2018年に対象となった食品は、清涼飲料水、加糖の果汁入り飲料、

朝食用シリアル、加糖の乳製品、冷凍ピザ

・ その後、加工肉、パンも対象（正確な導入時期は不明）

・ 食品製造と小売が、2025 年までの目標を定め、政府と協定を結ぶ

② 栄養スコア表示（NUTRI-SCORE）（Verbraucherzentrare, 2023) 

・ 消費者が健康的な加工食品を選ぶための情報提供

・ 2020年にフランスの制度を参考に導入(Santé Publique France, 2024) 

・ ドイツのスーパーマーケットを調査：加工肉、乳製品、菓子に栄養スコア表示が見られた
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１．研究の背景

Aに向かって増える：

・食物繊維
・プロテイン
・果物、野菜
・ナッツ
・菜種油、クルミ油、

オリーブ油

Eに向かって増える：

・カロリー
・飽和脂肪酸
・糖分
・塩分

【栄養スコア表示】
AからEまでの信号機のような絵柄の表示
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２．調査の概要
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第１図 回答者の社会属性（記述統計）
資料：調査結果に基づき筆者ら作成。n=211。1ユーロが161円にて計算。

１） アンケート調査 調査会社のモニターに対するウェブ調査

２） 実施期間  2024年1月～2月

３） 対象者  都市に暮らす20歳から69歳までの男女211人

   人口構成比に沿って回答を回収

４） 居住地  ハンブルク、ケルン、フランクフルト、

   ミュンヘン（全国に分散させ、４都市を選出）

５） 社会属性  家族構成が単身か2人で、未就学児童が

   いない世帯（回答全体の65%）

   統計データと比較し、収入が低い世帯が多め

注：第１図の「公式統計データ」のうち、性別は2023年現在、資料はStatistisches Bundesamt
（2023a）。年齢は2023年現在、資料はStatistisches Bundesamt（2023b）、10歳刻みのデータは
見つからなかった。世帯所得は2018年現在、資料はStatistisches Bundesamt（2018）とBehrends 
et.al（2021: Abb.3, 4）。家族構成は調査結果と比較できるデータは見つからなかった。
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３．消費者の食意識

第１表 食品に対する消費者の食意識（消費者選好）

順位 属性 重視 軽視 差分

1 食味（その食品を食べることがどの程度五感に訴えるものであるか） 471 66 405

2 安全性（食品を摂取しても病気にならない程度） 383 62 321

3 価格（食品に支払われる価格） 338 158 180

4 栄養（脂肪、タンパク質、ビタミンなどの量と種類） 300 123 177

5 ナチュラル（食品が近代的な技術に頼らずに生産されている度合い） 250 154 96

6 環境影響（食品生産が環境に与える影響） 141 174 -33

7 原産地（農産物の生産地） 139 193 -54

8 公平性（食品の生産に関わるすべての関係者が等しく利益を得る度合い） 83 239 -156

9 外観（食品が魅力的に見える程度） 92 272 -180

10 利便性（食品の調理や消費のしやすさ） 91 435 -344

11 伝統性（伝統的な消費パターンを守る） 33 445 -412
資料：アンケート調査結果に基づき筆者ら作成。n=211。Lusk & Briggeman（2009）を参考に調査を実施。

✓ 相対的重要度が高い：食味、安全性、価格、栄養
✓ インフレにより「価格」の重要度が向上（Hempel & Roosen,2024)
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４. 健康的な食品と不健康な食品の摂取頻度

健康的な食品

・野菜・果物について調査

・頻繁に（週に5日以上）食べる回答者 67.7% （143人）

・摂取する理由：健康、栄養摂取、おいしい

不健康な食品

・ウルトラ・プロセスド・フード （Pagliai et al., 2021)について調査

・頻繁に（週に5日以上）食べる回答者 11.8% （25人）

・摂取する理由：良い、おいしい、交際、時短

ウルトラ・プロセスド・フード ： ファストフード、ジャンクフード、スナック菓子などの、
すぐに食べられるように加工された、油脂がたくさん入っている食品・料理のこと
例：ハンバーガー、ピザ、フライドチキン、インスタント麺、ポテトチップス、クッキー
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第2図 野菜・果物の摂取頻度

第９図 UPFの摂取頻度1.4%
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第2図・第3図：アンケート調査結果に基づき筆者ら作成。n=211。

第3図 ウルトラ・プロセスド・フードの摂取頻度

農林水産政策研究所 研究成果報告会
「食環境と持続可能な食料消費に関する国際分析」



５. 食習慣のゆらぎ

野菜・果物の食習慣は長期間にわたる

 →「当たり前のように、いつも食べている」が多い

意識的に野菜・果物を食べる生活に切り替えた人の理由

→ フィットネス、子どもの誕生、友人の影響

食習慣のゆらぎ（飯田，2025）

→ 週に5日以上、UPFを食べる人は11.8%で、

その全員が、週に5日以上、野菜・果物も食べる

→ 「健康的な食」の習慣と

 「不健康な食」の習慣が混在

→ 就職、交際の場面を通じて、UPFの摂取をはじめる

【自由記述の例】 65歳女性：週に5日以上、UPFと野菜・果物を摂取

野菜・果物を頻繁に食べる理由：

「子どもの頃は、母と祖母が家庭菜園で野菜や果物を収穫し、

料理してくれた。20代半ばに体形が気になり、

カロリーが低くて、栄養バランスが良く、消化不良にならない

野菜や果物を食べるようになった」

UPFを頻繁に食べる理由：

「19歳でシェアハウスに住むようになり、

夜に友人とクッキーやスナック菓子を食べるようになった。

26歳で就職したら時間がなくなり、すぐに準備できて、

便利で、おいしいので、（UPFを）食べるようになった」
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生鮮や加工、調理等に着目して分析：
① 野菜・果物の生食が多い

② 果物が多い：
  バナナ、リンゴ

③ 生食できる野菜が多い：
  トマト、キュウリ、
  パプリカ、レタス

④ 野菜の調理：
  少ないが、調理している人もいる。
  ジャガイモ、玉ねぎ、
  キャベツ類、ズッキーニなど、
  多様な野菜を摂取している

⑤ 冷凍・加工品(缶詰など)を利用：
  グリーンピース、ニンジン、豆など

②

③

①

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

②

③

自由記述（週1日以上摂取する回答者）：
日常的な食事において、
あなたがよく食べる「野菜や果物」の
食材・料理名について記入してください

第4図 摂取する野菜・果物の食材・料理名（自由記述）
資料：調査結果に基づき報告者らが作成。 共起ネットワーク

分析の設定項目等は、スライド9の註（１）に示す。
注： KH-Coderを用いた共起ネットワーク分析(Modularity)。  
      n=209。分析では、表記ゆれを吸収していない。

６. 摂取する野菜・果物の種類n=209
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７. 考察 － 健康的な食品「野菜・果物」の摂取 －

注 ： 調査結果を、生鮮や加工、調理等に着目して分析。食事の場面にも着目して分析した。

報告者らのドイツ滞在を踏まえて考察・解釈した。

・ 果物の生食 【朝食・昼食・おやつ】

• 朝食、学校や職場の弁当、家庭でのおやつ

• バナナやリンゴなどの果物を丸かじりで摂取

• 形がそろわない果物を、量り売りで安価に購入

• 台所に果物カゴが常設

• 野菜の生食 【夕食】

• 夕食がコールドミール

• トマト、キュウリ、パプリカなどは、パンのつけあわせとして摂取

• 野菜の調理 【人によっては、調理する】

• ジャガイモ、玉ねぎ、キャベツ類、ズッキーニなど多様な野菜を調理

• 加工食品の利用

• 冷凍品・缶詰・びん詰の、野菜や豆を利用

【日本への示唆】

「健康的な食品」の摂取に伴う負担

• 時間の負担：
仕事、家事（買い物と調理を含む）、
睡眠、余暇にかける時間の
バランスをとることの困難さ

• 費用の負担：
健康的な食品が高価である

示唆 ： 野菜・果物の気軽な摂取
• コールドミールの取り入れ

• 形の揃わない野菜・果物の安価な提供

• 健康的な加工食品の供給

• 栄養スコアの表示

• 食習慣の範囲を広げる食育
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